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1 八雲村は古代出雲文化発祥の地と伝えられています。出雲国―の宮と称 される熊野大

社があり、その元宮跡と伝える天狗山 (熊成峯)に源を発する意宇川沿いの平和郷「八

雲」は遠 く神話と伝説にゅかりの地に恵 まれ、今 も古代文化の香が漂 っています。

ここ八雲の人々は、伝えられる郷上の歴史 と伝承に大きな誇をもち、先人の遺 した数

々の文化財に深い関心と愛情をよせています。そして村内にのこされた文化財の策護施

策を求める声は最近特に高まってきました。

1 こうした声にこたえるため八雲村教育委員会は、文化財保護審議会の答申に基いて、

文化財の村指定を目標に、村内にある文化財の悉皆調査を、年次計画に基づき委託事業

として実施することを計画いたしました。現在までの計画は

(1)遺跡分布調査 (昭和 52、 53年度 )

(2)動植物分布調査 (昭和 53、 54年度 )

(3)古文書、無形文化財調査 (昭和54、 55年度 )

となっていますが、今後、更に広範囲の悉皆調査を実施 し、重要なものは八雲村指定の

文化財 として保護活用をはかりたいと考えています。

1 八雲村遺跡分布調査は、島根大学名誉教授山本清先生 (調査団長)を はじめ、東森市

良先生 (横 田高校 )、 池田満雄先生 (松江農林高校 )、 勝部昭先生 (県教委文化課 )、 前島己

基先生 (県教委文化課)、 石倉諒一先生 (八雲村文化財保護協会)、 平林彰裕氏等、斯道の専門

象に調査委託して実施いたしました。この報告書は文化財悉皆調査計画の先駆として取組んだ

「八雲村遺跡分布調査」の実施調査結果をまとめたものでありますが、本報告書を通 じ、

埋蔵文化財特に八雲村内の遺跡保護への理解と関心が高まれば幸と存 じます。

1 この報告書を刊行するにあたり、用務ご多繁のところ調査にあたっていただいた山本

清先生をはじめ遺跡調査団の諸先生、考古学専攻の大学生諸氏、報告書編集の労を一手

に引受けられた束森市良先生、更にこの調査にご協力いただいた八雲村文化財録護協会

(会長、石倉千代司)熊野大社文化財保存会 (会長、安達吉市)の 方々をはじめ村内関

係各位に哀心より深 くお礼を申し上げます。

八雲村教育委員会

教育長 金 乗 達 郎

頭巻

昭和54年 2月 15日
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1. 本調査報告は昭和 52年度八雲村埋蔵文化財分布調査による結果の報告書である。

2.本調査は昭和 52年度に計画され報告書の発行を合めてう0万 円の費用が支出されたo

& 本調査団の構成は像の通りである。

山本 清 (団長)、 石倉諒一、池田満雄、東森市良、前島己基―、平林彰裕

三宅博士、松浦啓一、井上真光、堀井伸二、片岡詩子

なお、地元の石倉敬真|、 石倉常男氏には案内そ
|の他いるいると御協力いただいたo

4 本書は遺跡地図、遺跡地名表、遣跡の概況、主要遺跡の解説から成っている。

& 遺跡の分布図は柳浦啓一帯片岡詩子が作製し村の1万分の li図|を使用した。

6.本書の遺跡の概況は柳浦啓一、井上寛光、片岡詩子、東森市長が分担執筆―し、東森が

これを統一した。

71 本書の主要遺跡は東森が検討し、小野忠熙、西尾克己―、ま近1藤 正、平林彰裕、勝部

昭氏に依頼執筆いただいた。

S .本書の編集は東1森が行ない、隠面の作製には山本 清、前島己基、蓮団法障、柳浦

啓‐、井上寛光、片蘭詩子があたり、製図はすべて三宅博士の手になる。

9.調査の期間が短かった上、遺跡の現状が変っていた.ものも多く不備な調査とな|っが今

後の機会を待って完全なものにしたいと考えている。

lα 今回の調査は全く人雲村独自のものであり、類―例は他にみられず、専門職員は設置さ

れていないものの、このょうな調査が行なわれた意義は極めて大きいと考える。

なお本調査にょって作成された幽面、遺跡カードイますべ
|て村に所属している。

1979年 2月

八雲村4蔵文化財調査団

例
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調 査 に 至 る 経 緯

私が八雲村の吉墳の調査を手がけたのは、昭和23年のことであった。それは県下一円の

分布調査の一環 として主に雨乞山古墳の墳丘 と石室の実測を行 うこととなったが、それか

らすでに30数年が経過 している。ご承知の通 り近年 とみに開発の波が各地におし寄せてお

り、埋蔵文化財の破壊の頻度もきわめて高 くなっている。このような折に埋蔵文化財を破

壊から守 り、よりよく保存伝承すべ く今回八雲村当局においてその悉皆調査が計画 された

ことはよろこびにたえない。

元来八雲村においては文化財担当者であった安達 進、石倉諒一両氏による独自の分布

調査があり、昭和47年には東森市良君も加わ ってその結果が集成 されている。 これは村内

の主だった遺跡を当時の知 りうるかざりの範囲で記録にとどめたものであった。ところが

その後の宅地造成、道路新設、農地改良などにともなって検出され る遺跡 も少 くなく、昭

昭48年 には勝負谷一号墳が、そして51年 には原ノ前横穴が調査の対象 として発掘消滅 した。

これ等はいずれも従来の分布調査では確認 されていなかったものである。もっとも分布調

査にも限度があり、すべてを明らかにしつ くすことは大きな困難をともなうものであるが、

少 しでも多 くの吉墳や遺跡を確認 しておいて、それを破壊から守るにしくはない。

私が今回の計画に賛意を表 し調査の依頼をうけた折にその責任を負 うことを引き受けた

のもそのような点に意義を見出したからに他ならない。たとえ小なりといえども遺跡であ

るからにはその価値は大なるものと変 りはなく我々の祖先が残 した歴史の遺産である。そ

れを少 しでも多く後世に残 し伝えるのがこの分布調査の最大の意義であると考える。そし

て地元の方々の関心がこの調査によって一層高まるよう期待するものである。

なお特にこの際にふれておきたいことは、すでに島根県において埋蔵文化財の分布調査

が数欠にわたって行なわれているが、このように村単位で計画 された例を寡聞にして聞い

ていない。そこに村当局の熱意をみることが出来 るし、そのような風土だからこそ遺跡 も

生 き続けるのだということを確信するものである。

調査にあたっては一応団を編成 したが、実際歩いて実査すると昭和47年当時と比べてか

なり変貌 したものもあり、中には荒地と化して遺跡の範囲を再確認することのむずか しい

ものもあった。従 ってこのような分布調査は一回済ませればそれで良いというものではな

く一度基礎になるものを作 った上で年次毎に再確認 してい く作業もまた必要であることを

改めて痛感 した次第である。

この分布調査が将来の一層の文化財保護 と研究に役立つようねがっている。
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過経の査調

八雲村文化財審議委員会は、昭和 52年 1月 13日 の八雲村文化財保護についての答申で

文化財の保護施策の推進をあげ、文化財の指定による保護の上で第一に各種文化財の悉皆

調査を行 うことの必要を指摘 した。この答申にもとづいて八雲村教育委員会は文化財 の年

次的悉皆調査を実施することとし、その第一年度として埋蔵文化財の調査を昭和 52年 度

20万 円をかけて行 うこととなった。実施に当って八雲村教育委員会は調査を山本 清島根

大学名誉教授を団長とする八雲村埋蔵文化財調査団に依嘱 した。調査団の構成メンバーは、

山本 清 (団長)、 石倉諒一、池田満雄、東森市良、前島己基、平林彰裕、三宅博士、柳

浦俊一、井上寛光、堀井伸二、片岡詩子であり、八雲村教育長以下委員会の方々にはその

都度立会いをお願い した。

御承知の如 く八雲村は文化財に対する関心が深 く昭和 47年には東森市良、安達進が加わ

って石倉諒一氏の指導のもとに一応の分布調査を終えていた。これは東森が概報の形で教

育委員会に報告 し、「八雲村遺跡分布調査記録」としてまとめられている。

佃 の分布調査はそれをもとにして、
′
該当遺跡の現状、未確認遺跡の発見を主体 とした。

したがって、前回までの調査記録がもととなっている。 しか しながら前回確認出来なかっ

た横穴などで今回の調査で明らかとなったものもある。それに加えて百塚古墳群のうち八

雲村分については八雲西百塚古墳群として加えることにした。これは今後の課題の一つで

あるが、なお精査すれば数が増えることは明らかである。調査に当ったものとしては誠に

残念であるが、東出雲町との境界分については十分明らかに し得ていない。今後の精査を

期待する次第である。

調査は 8月 を中心として行なった。以下その概略を記すと、 8月 16日石倉、東森、前島、

井上、堀井、柳浦で 日吉、雨乞山周辺を調査 した。 8月 17日 には、石倉、東森、前島、井

上、堀井、柳浦で土井古墳群、増福寺古墳群、増福寺裏山古墳群、四歩市横穴群、禅定寺

古墳群、中山古墳群、池の尻古墳、山崎土器散布地を調査 した。 8月 21日 には、石倉、

東森、池田、堀井、井上、柳浦、片岡で、細田横穴、安田横穴、同古墳外輪谷横穴群、谷

の奥古墳群、岩屋 口横穴、折原下 堤遺跡を調査 した。 8月 22日 には石倉、東森、柳浦、

堀井、井上、片岡、平林で掛合散布地、高野横穴、松廻古墳群、同横穴群、松廻遺跡を調

査 した。以上の他に同日恩部散布地及び記載はしていないが熊野大社裏山の古墳又は古基

群の調査は、小 島古墳群の調査 も行 っている。また、大 日堂横穴、岩坂神社横穴につ

いては実踏は しなか った ものの平林調査員か ら間き書きを行った。さらに田寄横穴群、

折原横穴群についてもこの日に調査を行った。このように限 られた日数の中での分布調査

ではあったが主要遺跡についてはほ ゞ完全にこれをカバー出来たものと考える。なおこの

際は樹木の繁茂する中での調査であった為墳形その他において十分調査 したとは云いがた

い点のあることも附言 しておきたい。
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重退

Ntl 種 丹」 名 称 所  在  地 現 状 概 要 出 土 品 備 考

I 横 穴 和田平横穴群ユ号 日吉 字和田平 尾根直下 埋 没

2 2号

3 3号

4 古 墳 金言西百塚山亨督日吉 尾 根 上 円墳  管互
5 2号 ″  昏&:靴
6 3号 〃  告縮絡
7 4号 〃

   奮む靴
5号

径10印
高2れ

6号 中世墳墓柴祭亀鴇

7号 円墳  管B5婢
8号

径 32
高 05卵

9号 〃 脅
`銑1碍 径 7η
高 05れ

11号
尾根をはず
れる
″  脅&:鴇

12号 尾 根 斜 面 ″ 管I銑
口巧

″  旨f狩
14号 ″ 管B続
15号 告&:鴇
16号 奮3.銑
17号 資堵
口〓 尾 根 上 脅B銑
191} ″  脅

'鴇20号 ″ 脅サ銑
口巧 方墳 1旨オ紆" 盗掘抗あり

22号 尾根の南側 円墳  管子5η
23号 ″ 管f粋
24号 尾 根 斜 面

径 3″
富 05碗

25号
径 5れ
805砲

26号
径 8れ
高 lπ

27号 〃  警&:鴇
28号

径43例
島1‐

29号 〃 會号粋
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h 種 房可 名 称 所  在  地 現 状 概 要 出 土 品 備   考

古 墳 繹西百塚曳恵誓 士ロ 尾根斜面 円墳 篭そ粋
口〓 ″  曾♀:粋
321ヨ ″

  鶯 ;::鴇

33号 〃 奮子絡
34号 径 8れ

高 05η
口一 〃 脅も偽
36号 径12η

高 3れ

37号 径 55η
高 12

38号 径 87π
高 32

39号 ″
   曾8::鴇

40号 尾 根 下 ″ 讐[銑
口巧 ″ 各物
42号 雄 1詈紳

η

43手号 円墳  管♀豊
44号 ″  奮i&
45号 ″ 曾:靴
口〓 ″ 餅盈
47号 猫?1削駐

古 墳 大円寺上古墳守号
士
日 軽評の円墳

径 93れ
高 15n

2号 ″  響名脅
鋪魅大円寺遺跡 日吉大円寺 奥 の 谷 崖断マ鰯 土師器

古 墳 大谷古墳 日吉字大谷 尾 根 上 円墳 名身粋 ′jヽ時返邑 横穴式石室埋没

散布地 御崎谷議布地 日首字御崎谷 谷 須恵器、土師器

古 墳 岩坂御陵参考地 日吉字神納 丘 陵 先 端 円墳?旨
:そ緒

横 穴 eth横穴 日吉字神納 丘陵中腹 天丼を家形に加工

古 墳 神納古墳群 1号 日吉字神納 丘 陵 上 円墳  響♀ζη
2号 〃 省♀粋
3号 箱表百棺 須恵器 餞 、郭) 旧県史 4

口巧 円墳? 雪汗
`監口▼ 激 1晋古η

散布地 神納散布地 日吉字神納 丘   麓 土師器、須恵器

古 墳 岩海古墳群 1号 日吉字岩海 山   頂 方墳 l響

'粋

須恵器

口〓 円墳  警子η
古 墳 勝負谷古墳群2号 日吉字勝負谷 丘 陵 ■ 方墳 1普∵鴇
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Ntl 種 月J 名 祢 所  在  地 現 状 概 要 出 土 品 備   考

古 墳 勝負谷古墳群3号 日吉字勝負谷 丘 陵 上 P34告 !Ъ
4号 ″ 管♀枠

横 穴 青木横穴群 1号 西岩坂字推ノ木谷 丘 陵 中 腹

散布地 古城遺跡 軸  元田 古城 低丘陵上 須恵器、土師器

散布地 穴田遺跡 谷 の 奥 錦箪、円筒、上

横 穴 原の前積穴 東岩坂 川向 原の前 丘 陵 中 腹 須′ま器 調査後消滅

古 墳 雨乞山古墳 東岩坂 雨乞山 山   麓 墳形不明 石憎式石室開回

古 墳 土井古墳群 1号 票岩坂 ザII向 郷ノ上 丘 陵 先 端 弟 1詈 !靴
口一 ″ 1旨ユ銑
3号 丘 陵 上 吉墳 ?65れ ×85コ

口〓 方墳 辺豊ょ87狩
口一 ″ 1普 :靴
口一 ″   1詈

i::駐

7号 ″ 1詈謡鴇
8号 ″ 1詈 i靴
口盲 円墳  管詈絡
10号 ″ 管Iそ粋
『一 ″ 管i翡″

12号 ″  管∵鴇
古 墳 増福裏山古墳群ユ号 東岩坂 川向 円墳

径 9n
高 05れ

2号 ″   旨

'猾
口▼ 〃  管こミ職
4号 ″ 鶯町
5号 〃  管!そ訂
6号 径105η

高 17“

7号 ″   管翌ξ_
8号 〃 奮♀鴇

吉 墳 増福寺古墳群1号 円墳  管i::鴇
2号 ″ 書ittη
3号 ″ 管I管″

4号 助
助
径
高

5号 ″
  鴛 1伍

6号 ″ 奮!緒
口巧 ″

   管&:猾
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干
¬

増福寺古墳群8号 円墳  脅♀5″
″ 脅♀銑

″  管&:鴇
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Na 種 】U 名 称 所  在  地 現 状 観 要 出 土 品 備   考

135 横 穴 四歩市此禅椛4号 東岩坂 市場 四歩市 丘 陵 中 腹

古 墳 四歩市古墳群1号 東岩坂 市場 四歩市 丘陵尾線上 方墳 1脅 P4
2号 円墳?旨穂鴇
3号 円墳   待 i::鴇

4号 ″ 脅f粋
5号 径 7“

高 052

6号 〃 昏8桁
横 穴 高丸横穴群 1号 東岩坂 市場 四歩市 横穴 平入家形

2号 〃 丸天丼

口一

口巧

古 墳 高丸古墳群 1号 東岩坂 市場 四歩市 円墳 響措η
2号 径 15π

高 15“

古 墳 池の尻古墳 東岩坂 前田 水 田 中 石室露出 25η 刀、角意器

散布地 山崎遺跡 東岩坂 山崎 水 田 中 須恵器

古 墳 中山古墳群 1号 東岩坂 中山 丘陵先端 円墳  響::,統
2号 丘 陵 上 〃 爵締

古 墳 谷の奥古墳群1号 東岩坂 谷の奥 丘陵先端 円墳  省[i:給
2号 〃  響;骨η
3号 メ″責ユ詈,手子

″

横 穴 安田横穴群 1号 東岩坂 安田 髭そ陵
尾根丸 天 丼

2号

古 墳 安田古墳群 l号 東岩坂 安田 尾 根 上 円墳
径 42
高 05独

2号 ″  書Rη
横 穴 鵜 谷飲 東岩坂 安田 外輪谷 丘陵中喉 刀 その他は不明

横 穴 禅定寺僕穴群 l号 西岩坂 大日 禅定寺 谷の奥、尾1甑く

2号 丸 天 丼

3号

巾巧 丸 天 丼

5号

口〓

古 墳 禅定寺古墳群1号 西岩坂 大日 禅定寺 尾 根 上 円墳  讐872
168 口〓 ″  響♀η

3号 径 7れ
志05m
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No 種 号J 名 称 所 在 地 現 状 概 要 出 土 品 備 考

古 墳 禅定寺古墳群4号 西岩坂 大日 禅定寺 尾 根 上 円墳 脅子粋
5号 ″ 欝鴇
6号 径Ha

高05れ

7号 ″  管&写猾
口●

径15れ
高■5卯

9号 ″  脅争:猾
横 穴 折原横穴群 1号 西岩坂 大日 折原入日 丘陵中腹

2号

口〓

散布地 折原 卜堤遺跡 西岩坂 大日 折原 池 の 堤 土師器、須恵器

横 穴 大日堂横穴 西岩坂 大日 景簿gヽの 須′恵器

横 穴 岩坂神社横穴 西岩坂 大日 冤志器

横 穴 剖Ξ口横穴群 1号 西岩坂 岩鳳日 丘 陵 麓 須ま器 他は埋没

183 古 墳 雲場古墳 熊野 大石 丘 陵 上

散布地 掛合散布地 熊野 大石 掛合 低丘陵上 須′恵器

横 穴 細田横穴 束岩坂 細田 丘 陵 中 腹 平入家形

186 横 穴 高野横穴 熊野 大石 高野 丘陵中腹 須恵器 旧県史、八凍郡誌

横 穴 松迫横穴群 1号 熊野 大石 松迫 丘 陵 麓 須息器 帽辟
麻調査

口巧 須恵器 消滅

3号 丸 天 丼 須恵器

古 墳 松迫 占墳群  1号 熊野 大石 松迫 丘陵尾根上 円墳? 轡廿子
“

口， 鵬 弩B6η
口一

径12れ
高in

4号 “
砲

径
高

土 残 松迫遺跡 熊野 大石 松迫 丘 陵 上 土壌状の落ち込み 冤意器

散布地 恩部遺跡 熊野 恩部 低丘陵上 奮橿碁iタリ歩
横 穴 田寄携穴群 1号 熊野 稲葉 田寄 丘 陵 麓

2号

古 墳 小島古墳群 1号 熊野 宮内 4ヽ島 丘陵尾根上 円墳 轡翌統
2号 蹄

η
よ
う
径
高

横 穴 官内横穴 熊野 宮内 丘陵中腹

包含層 空山遺跡 駕野 空山 丘 陵 上 旧看器 ? Rg和46年調査

古 墳 土井古墳群13号 川向 郷ノ上東岩坂 丘 陵 端 方墳 詈i::鴇 土師器、縄文式土器、石斧
昭和開年調査
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跡迫退

1.八 雲西百塚古墳群

松江市と八雲村の境となる西百塚山丘陵上に立地する百墳癖である。円墳44基、方墳 3

基からなる八雲村最大規模の古墳群で、近藤正氏による松江側の調査分を加えるとゆうに

百基をこえる。さらに未確認の東出雲分を加えるとこの丘陵上の古墳癖は山陰でも最大級

のものの一つになるであろう。西の松江市との境界線から 1、 2～ 46、 47号 とする。円墳は

径 3～ 12メ ー トル、高さ03～ 3メ ートルの規模をもち、中でも径 5～ 7メ ー トル、高 05

～ 15メ ートルのものが多い。円墳のうちやや大きいものは36号墳 (径 12メ ー トル、高さ3

メートル)38号墳 (径 87メ ートル、高さ3メ ー トル)である。方墳はこの吉墳群中では大

きいものばかりで21号墳 (1辺 11.3メ ートル、高さ 4メ ー トル)、 42号墳 (1辺 115メ ー

トル、高さ3メ ートル)、 47号墳 (1辺 15メ ートル、高さ 4メ ートル)であるが、47号墳

は円墳の可能性もある。また 6号墳 (径 3メ ー トル、高さ03メ ートル)は 中世墳墓の可能

性もある。

この地域は、わずかな平坦地があれば必ずといってよいほど古墳が存在し、その密集度

には驚かされる。また方墳に比べ円墳が圧倒的に多うことも注目される。

2,大 円寺遺跡

西百塚山丘陵によってできた浅い谷の奥に立地する遺跡である。標高20メ ー トル、眼前

には平垣地が広がり西面している。現在は荒地となっているが、以前茶畑にするために整

地したところ、崖面に住居址の断面が現れ土師器が採集された。周囲の遺跡としては、背

後の丘陵上に立地する八雲西百塚山古墳群、同丘陵中腹の平坦面に立地する大円寺上古墳

群がある。

3.大 円寺上古墳群

西百塚山丘陵中腹の平坦面に構築された二基からなる古墳群である。標高30メ ートル、

浅い谷の奥に位置する。 1号墳は径 93メ ートル、高さ 15メ ートル、2号墳は径 8メ ートル、

高さ05メ ートルの規模をもち、共に円墳である。 2号墳には盗掘杭が穿たれている。同丘

陵尾根上、及び尾根近くには多数の古墳が存在し、八雲西百塚山古墳群を構成しているが、

この古墳とは立地が異なり両者が離れていること等から、両者は別群だと思われる。この

古墳群が大円寺遺跡のほぼ直上に位置していることから同遺跡との関係が注目される。

4 大谷古墳群

雨乞山から北西に派出する丘陵の尾根筋に立地する。標高70メ ー トルのかなり険しい丘

陵で、見はらしがよく、日吉地区が一望できる所に位置している。古墳は傾斜面につくら

れ、径 85メ ートル、高さ 1メ ートルの規模をもつ円墳である。内部構造は横穴式石室で開

□しているが、土砂の混入が著しく詳細は不明である。昭和44年の分希調査で子持毒の小
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こが採集されている。昭和47年の分布調査では、この丘陵上でもう1基の円墳が確認され

ているが、今回の調査では雑木繁茂のため確認できなかった。また確認した古墳も前回調

査の時に比べ、かなり崩壊しており石室石材がわずかに露出していたためにからくも確認

できた程である。

この古墳が標高70メ ー トルの高所にあって、眺望がよく、石室構造であり小持壷を出土

していることなどから被葬者の性格が注目される。

5。 神納遺跡

本遺跡は、神納横穴、同古墳群の位置する丘陵の南側斜面

の台地状の所にあり、現在畑地となっている。以前、土地所

有者が耕作中に古式上師器を採集しており、今回の分布調査

で、土師器高郭の杯部二片、須恵器の蓋外、甕の胴部片を採

集した。これらの上器は現地表面下 1メ ートルの黒色土層か

ら出土している。

これらのことから考えてみるに、本遺跡は住居址の可能性

があり、神納横穴、同古墳群を営んだ集団の生活の場所だと 図 1

1 0clp

神納遺跡出土土器

恩われる。

& 神納横穴

陵墓参考地のある丘陵に存在 し、石倉吉郎宅裏の中腹斜面に一穴、南方に開口して

いる。当地方では「 ドワ」と呼ばれる岩に掘られたこの横穴は、整正家形に属するものと

考えられ、壁と天丼を区別するが如き界線状の溝をめぐらしており、入口から奥壁に向っ

ても同様な府が天丼中央に走っている。規模は奥行 21メ ートル、巾 1,77メ ートル、入□巾

09メ ートル、羨道の長さ■2メ ートル、高さは中央で095メ ートル、壁高は035～ 04メ ート

ルである。この横穴には「昔穴」の伝えがあり、古くからここが知られていたことがわか

る。上方屋根上の神納古墳群との関係、また、この横穴が八雲村入□に位置していること

が注目される。

7.神 納古墳群

岩坂御陵参考地と神納横穴と同丘陵の尾根上に位置 し、現在樹木が茂っていて、判

別 しにくいが、数基を数える。参考地に近い方から1号墳と名付ける。 1号墳は径 82

メートル、高さ■4メ ートルの円墳である。 2号墳は径 87メ ートル、高さ1メ ートルの円墳

であるが、西側裾部は樹木の為不明確である。 3号墳は墳丘の痕跡は認められないが、凝

灰岩の箱式石棺と思われる石材が遺存し、その一部は埋没している。以前、蓋郭とみられ

る須恵器が発見されており、この蓋を見てみると、天丼部には削りがあり、休部には二木

の沈線が入っており、内側は二段の口唇になっている。第三期になるであろう。また、こ

の石棺のことは古くから知られ、「旧島根県史第四巻」に記載されている。昭和 47年の分
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布調査によると、当時現存した石材は切石四枚、その他で、市50～ 40セ ンチ、長さ30～ 40

センチ、厚さ20～ 30セ ンチあり、埋没した石よりすると、主軸をほぼ東西方向にとり、長

さ約 2メ ー トル、巾約80セ ンチの規模であったとされる。また明治40年の発掘の時、朱の

入った壷が出土したと伝えられている。そしてこの古墳群より出土した須恵器片は奏が多

く、その他 3～ 4個の蓋材、埴輪と思われる凸帯を有するものもある。 4号墳は径 7メ ー

トル、高さ05メ ートルの円墳かと思われるが不明である。 5号墳は辺12メ ー トル、高さ 1.5

メートルの方墳で、盛掘杭らしき痕跡がある。また岩坂御陵参考地を合む神納地区の古墳群

は 1グループであり、その生活JILが神納遺跡と思われるし、南方の山に囲まれた水田、ま

た日吉から松江の方に広がる水田一帯が彼らの生産場所であったように思われる。

& 岩海古墳群

意宇川を東に臨む、やや高い尾根先端に立地する古墳群である。尾根の先端から 1号墳

2号墳とし、 1号墳は方墳、 2号墳は円墳である。 1号墳は 1辺 9メ ートル、高さ2メ ート

ル、2号墳は径 7メ ートル、高さ1メ ートルの規模をもつ。いずれも10メ ートルにも満たない

小規模墳ではあるが、標高が50メ ー トルでかなり険しく日吉地区を一望できる尾恨上に立

地することは注目される。

1号墳の南西墳裾部からは、かなり大きな須恵器片が 2片採集された。これらは大奏又

は横瓶かと思われるが破片のため定かではない。表面は格子目風叩き目文が施され、内面

は同心円状の叩き目文が残る。大型製品にごく普通に見られるものである。破片が 2片の

ためこれによって年代を決定することはできない。

9.青 木横穴群

椎木谷の入口に立地する横穴群で、開口するのは 1穴のみである。標高50メ ー トルの丘

陵中腹に構築され、西面している。唯一つ開□している 1穴 は、平面が円形をしており、

丸天丼である。界線も刻線もなく、天丼と壁との区別はない。出土遺物もなく時期の決定

はできない。以前はこれ以外にも開□したというが確認できない。

10。 古城遺跡

古城遺跡は、意宇川から約 250メ ートル西方の低丘陵上に位置し、 正面には雨乞山を望む。

この地域は茶畑で、面積 26.8メ ートル X330メ ートルの中にⅢ期及びⅣ期かと思われる須恵

器片の散布が見られ、特に西側山裾に多く採集できる。 竹象を切り開いた際にできたと思わ

れる西側崖面の上層は約 1.2メ ー トルあり、その内 2

層目の褐色土層90セ ンチ中、地表から60セ ンチのと

ころで土師器の低脚杯がでている。この上器の色調

は明褐色で、胎土はわずかに砂が混 ざっているが、

焼成は良好である。脚 は 84セ ンチで、外部は欠損

のため明らかでない。整形にはなでが見 られる。ま

一

ユ   写 ..40Cm
図 2 古城遺跡出土土器
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た、この他に崖面付近では、甑の把手、糸切りのある須恵片、郭の立ち上がり部分などが

今回の調査で探集された。なお、以前には高台付婉も出上している。

11.穴 田遺跡

川向春 日線の道路の右手に通称穴田池があり、その池の奥の堤

の水面ざりぎりの部分の粘土質層に上器を包合する層がある。現  ゝ

在、樹木が成 っており、範囲を確認することはできない。以前、

円筒埴輪、土師器片が上方の丘陵斜面や堤防から発見 されたが、

埴輪片は、現在所在不明、土師器片は八雲村公民館に保管されて   mCIll
いる。そのうちの一片を見てみると、底部片で、推定底径 5セ ン

図3 古城遺跡出土土器
チで、高さ、口径は不明である。ロクロで形成し、後、内側が仕

三悟igi讐 I:ほ Fみ「蔑蜃【琶二毛F骨後権ご号鼻豊ふ揉  ＼===生・:Ξ≦プ
0     5 cm

褐色に変色 している。 これは高杯と思われ るものである。また    片下下劇

この散布地の性格 として、もし土器等が、本当にここにあった 図 4 穴田遺跡出土土器
ものとすれば、古墳の破壊流出、須恵古窯 JIL、 住居址、その他

の条件のうち、住居址の可能性が強いように思われる。また、立地としては、川向の水田

一帯をおさえるべ く最高の場所 と思われ、後述の雨乞山古墳、周辺の古墳は、この散布地

と関係があるように思われる。

12 土井古墳群

西岩坂、東岩坂低地の東部の標高50メ ートル以下のなだらかな独立丘陵に立地する古墳

群である。方墳 7基、円墳 4基、墳形不明 1基から構成され丘陵北端から 1、 2～■、12

号とする。これらは比較的わずかな面積にまとまりを見せる。全て辺、径が 81～ 11メ ート

ル、高さ■5～ 3メ ートルの規模で、最大のもので径■メー トル、高さ3メ ー トル (9号墳、

円墳)である。墳形不明のものは 3号墳で、 65x8.5メ ートル、高さ05メ ートルの範囲を

もつが、これが古墳であるかどうかは検討の余地がある。方墳で最大規模をもつ 1号墳は

北部と東部が破壊されている。 9号墳は円墳中最大のもので、他の古墳とは違い一目で古

墳とわかる程明確な墳二をもつ。またこの 9号墳は■号、12号墳と同様、尾根筋からわず

かにはずれている。このことは、それ以外の古墳が尾根筋に沿ってほぼ一直線上に並んで

いることを考えればやや特異である。この古墳群は以前から知られており、かつてこの地か

ら土器が検出された。

13.増 福寺裏山古墳群

土井古墳群と同じ丘陵に立地する古墳群である。土井吉墳群のやや南西、増福寺の裏に

位置し、円墳 8基から構成されまとまりを見せる。土井古墳群に近い方から 1、 2～ 7、

8号とする。規模は径 9メ ー トル～ 115メ ートル、高さ05～ 23メ ートルあり、最大のも
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のは径 115メ ー トル、高さ 23メ ー トルを測る (3号 )。 4号墳は径 10メ ー トル、高さ 2メ

ー トルの規模をもっが半壊 している。

14 増福寺古墳群

土井古墳群、増福寺裏山古墳群の立地する丘陵の南に位置する。この古墳群は同丘陵の

最高所に増福寺をとりまくように位置している。北 (増福寺に近い所)か ら 1、 2～ 17、

18号墳とする。全て円墳で、径 75メ ートル ～ 12メ ートル、高さ05～ 1.5メ ートルの規模を

もち、最大のもので径 12メ ー トル、高さ 1_5メ ー トル (5号墳)で ある。1号墳は北西部、

18号墳は北部が大きく掘 りとられており共に残存は半分である。この 2基は版築によって

盛土された痕跡が明瞭に残っており、他も同様であろう。この丘陵上に存在する土井古墳

群12基、増福寺裏山古墳群 8基、増福寺古墳群 18基を総計すると38基にものぼり、八雲村

内では八雲西百塚山古墳群に次ぐほどの大規模な古墳群であり、県内でもこれほどに集中

している例は珍 しい。比較的狭い地に集中しているので一つの吉墳群のように恩われるが、

各古墳群ごとにある程度の間隔をもっているのでやはり区別すべきであろう。

土井古墳群では方墳が多くの割合を占めるのに対 し、増福寺裏山、増福寺古墳群では全

て円墳となっているのは興味深い。

15。 四歩市古墳群

四歩一横穴鮮の上の尾根上に構築されており、 6基確認出来る。この古墳群は円墳が主

である。 1～ 3号墳は、東方に、 4～ 6号墳は西方に構築され、三分されている。

1号墳は、迎 9メ ー トル、高さ 1メ ー トルの方墳である。 2号墳は、径 7.5メ ートル、高

さ08メ ートルの円墳と考えられる。 3号墳は、径 65メ ートル、高さ05メ ー トルの円墳で

ある。 4号墳は、径 65メ ートル、高さ1メ ートルの円墳である。 5号墳は、径 7メ ー トル

高さ05メ ートルの円墳である。 6号墳は、径 6メ ー トル、高さ05メ ートルの円墳である。

以上の他に群細は明らかではなかった。この古墳群は、安田に伸びる水田地帯の入口に

あり、当地域を支配 し、生活の場としていた集団が被葬されていると思われるも

1儀 四歩市横穴群

これは、四歩一古墳群と密接な関係があると考えられる。

増福寺古墳群と隣合う、現在東出雲町に通 じる道路一大東、東出雲線―に面した丘陵の

北斜面とその裏側に群集する横穴群である。マサ上の地山に掘 り込んでいる。この横穴群

の中で現在確認出来るものは 2穴が北斜面に22穴が南斜面にあり、南斜面は、三段に構築

され、上段が 3号から7号、15号から17号 まで、中段が 8号、 9号、18号から24号まで、

下段が10号から14号までであるが、上、中段は東西に三分されているのが、興味をひく。

このうち、 1号穴は北側に開□し玄室は平面方形で、周囲に溝をめぐらし、畦との区別

をつけている。天丼は典型的な丸天丼であり、羨門部には閉塞の為と思われる段があり、

前庭部は羨道部より若千低くなっている。 2号穴も北側に開□し、玄室は平面方形である
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が、 1号穴とは異なり、周囲には溝をつけず、また玄門部にも段をつけていない。天丼は

1号穴と同様、丸天丼である。羨門部で閉塞用の段をつけ、前庭部を設けている。

3号穴は、南方に開日し、天丼は丸天丼であるが、その他は、土砂の流入により、不明

である。

4号穴は、 3号穴の隣りにあり、開回しておらず、詳細は不明である。

8号穴は、中段の西側に構築され、天丼は丸天丼であり、壁との界線が明瞭な軒の線に

より、区別されている。

10号、13号、14号穴は、丸天丼であり、それ以外不明である。

15号穴は、東側上段の中央に構築され、天丼は平入家形であり、南側に屍床を設けてい

る。この横穴群唯―の家形天丼を持っている。

その他の 9号、■号、12号、16号～24号穴は、埋没等の度により、詳細不明である。

この横穴群は、丸天丼が主流を占める。

1■ 高丸古墳群

高丸横穴群を構成する丘陵に立地する2基 からなる古墳群である。 1号墳は丘陵中腹の

やや平垣になっている所に築かれ、径 105メ ートル、高さ 1.5メ ートルの円墳である。 2号

墳は丘陵の尾根のややはずれた所に築かれ、径 15メ ー トル、高さ 1.5メ ートルの規模をもつ

円墳である。

この 2基の古墳は便宣上群としたが、両者には若千の相違が見られる。即ち、 1号墳は

中腹の平坦地 (標高50メ ー トル)に構築されているが、 2号墳は丘陵を登りきった標高70

メー トルの所に築かれていること、 1号墳では東岩坂川を臨むが、 2号墳では東岩坂川よ

りむしろ反対則の川原川を臨み得ること、 1号墳では高丸横穴群と隣接しているが、 2号

墳では近辺には横穴が確認されなかったこと、などである。

1& 高丸横穴群

西に東岩坂川を臨む標高 120メ ートル程の丘から派出する丘陵斜面に構築された横穴群

である。麓の方から 1.2、 3、 4号穴とする。 1～ 3号穴は標高40メ ー トル程の比較的

低い位置に構築され、いづれも西面している。 1号のやや右上方に2号が、 2号のさらに

右上方に 3号が位置する。 4号はこれら3穴のはるか上方、標高30メ ー トルの、尾根に近

い所に構築され北面している。

1号穴は全長 2,1メ ートル、玄室奥行 1.3メ ートル、玄室幅 22メ ートル、羨道幅 08メ ー ト

ル、高さ08メ ートル、床面正方形の家形平入である。天丼と四壁の境には界線がめぐり両

者を区別している。しかし、屋根形の線が明確でなくわずかに痕跡を遺す程度である。奥

壁はやや傾斜しており、高さが羨門と玄室最高所とはぼ同じであることからもかなり退化

した家形平入であろう。羨門は閉塞用板石をはめる、くり込みをもつ。

2号穴は全長 1.8メ ートル、玄室奥行 1.1メ ートル、玄室最大幅 11メ ートル、羨道幅 07メ
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― トル、高さ09メ ートルの床面円形の丸天丼の横穴である。奥壁に沿って6セ ンチの溝状の掘

り込みがめぐり、羨道天丼部の最奥には幅10セ ンチ、深さ3セ ンチ程のくり込みが見られる。こ

の横穴にも羨門に調塞用板石をはめるためのくり込みがある。

3号穴は、全長 205メ ー トル、玄室奥行 ■4メ ートル、玄室幅 1.2メ ートル、羨道部幅 08メ

ートル、高さ07メ ートルの丸天丼の横穴である。床面は 2号同様円形であるが、やや方形が

遺っているようにもみうけられる。閉塞石はめ込み用のくり込みがあるのは 1、 2号穴と

同様である。奥畦には後世掘り込まれたと思われる穴が穿たれている。

4号穴は、 2、 3号穴と同様、床面円形、丸天丼であるが、羨門にはくり込みはない。

羨門部に木が生えているので内に入りにくく、規模等は不明である。

19.池 ノ尻古墳

中山丘陵北側の低地 (現在水田)の中にあり、水田造成に際し、土砂を取り去ったもの

で、現在は、凝灰岩の石材が露出した状態である。なお、石室は半壊している。石原文雄

宅に出土遺物が保管されており、遺物は刀 (消失)、 須恵器の蓋郭 (蓋 1、 身 1)、 提瓶

2、 魃 1が残 っている。この古墳は、八東郡誌に記載されているものである。

遺物をみてみると、蓋郭の蓋は、口径 132セ ンチ、高さ37セ ンチで、成形は右回りのロ

図 5 池ノ尻古墳出土土器
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クロを使用 し天丼部にケズ リが見える。焼成は良好で、色調は青灰色である。□縁部の内

側がかえっているし、口縁から 24セ ンチのところに巾 03センチの沈線が一周 している。身

の方は、□径が 11.2セ ンチ、厚 さ 03セ ンチ、高さ44セ ンチで、成形はロクロを度用 し体部に

仕上げナデが施されている。胎土は、ガラス質の鉱物が混 り、不良である。焼成は良好で、

色調は、灰色だが、低部外側に自然釉がかか っている。高ち上 りの長さが 1.2セ ンチ程ある。

提瓶は、頚部径 6能 ンチ、最大径 16.8セ ンチ、残部高20セ ンチである。肩部に自然釉が流れ

ている。カキロをナデで消 したり、タタいてカキロを消 したりしている所が胴部にある。

胎土は堅致で焼成は良好、色調は暗青灰色で、低部に 33X44セ ンチの土器片が付着 し、

また、□縁部が欠損 している。肩部に 2つ つまみがついている。もう一つのは、□径 11.4

センチ、高さ 205セ ンチ、頚部径 76セ ンチ、最大径 132セ ンチであって、成形は ロクロを

使用 している。胎土は鉱物等が混 っている。焼成は良好、色調は暗青灰色である。これも

同様に肩部に 2つのつまみがついている。薩 は、高さ 133セ ンチ、□径 12セ ンチ、成形は

左回 りのロクロを使用 し、胎土は小砂が混 っている。焼成は良好で、色調は晴青灰色であ

る。体部の下方はヘラ削りがある。内側口縁に自然釉がかかっている。頚部の沈線は端が

一致せず、胴部の下方の沈線は一周 していない。

2& 中山古墳群
二基が確認されたが、この二基の古墳群は、丘陵の先端近くに位置している。南西の丘

陵には、禅定寺古墳群、同横穴群.折原下堤遺物散布地があり、これらとの関係の有無や、

このように二基離れて存在することで注目される。

そのうち 1号墳は、径 6_5メ ートル、高さ07メ ートルの小円墳である。

2号墳は、径 14メ ートル、高さ 2メ ー トルの円墳で、墳頂と思われる所には、荒神が祭

られており、古くからここが信仰の対象の場となっていたことをうかがわせる。遺物につ

いては明らかではない。

21.谷 ノ奥古墳群
三基確認されるが、これも、中山古墳群と同様のあり方をしており、散在的である。位

置としては、中山古墳群の南束の所にあり、禅定寺古墳群のちょうど、東方にあたる。ま

た、この古墳癖の東方は、東岩坂川が作る低地帯があり、対峙した丘陵には、高丸横穴群

が位置している。そして、 250メ ートル南 東々には、安田横穴群、同古墳群が位置している。

そのうち 1号墳は、径 55メ ートル、高さ05メ ートルの円墳で、北側が半壊している。

2号墳は、径 55メ ートル、高さ05メ ートルの円墳である。

3号墳は、丘陵突端に位置し、一辺95メ ートル、高さ2メ ートルの方墳で、北倶1の一部が壊れている。

22.安 田古墳群

二基確認される。

まず 1号墳は、径 4メ ー トル、高さ05メ ー トルの円墳である。

2号墳は、径 6メ ー トル、高さ04メ ー トルの円墳である。
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この古墳群は、裏の谷斜面に位置する外輪谷横穴群=一穴しか確認されなかったが、地

元の人によると数基あるということである=と同じグループとして考えねばならないだろう。

2& 安田横穴群

二穴確認される。低丘陵の尾根に近い所に位置している。現在、土砂の流入、剥落の為、

原形を知るのは困難である。この横穴群は、風化した花開岩に掘り込んで作っている。

まず 1号穴は、玄室が、平面方形で、天丼は、平型である。壁には天丼と区別するが如

く、界線が若千残 っている。規模は、奥行 2.2メ ートル、中 2.3メ ートル、入口巾075メ ー ト

ルで、現在面から天丼までは60セ ンチ内外である。神納横穴、四歩市 2号横穴と比べると、

若千玄室巾が広いように思われる。

2号穴は、 1号の右隣りにあるが、多量の上砂流入の為、詳細は不明である。二穴とも

南東に開口している。

24 外輪谷横穴群

外輪谷横穴鮮 1号は、安田古墳群西方の山林に囲まれた丘陵の中腹に位置している。こ

の横穴は、南斜面の軟質の岩山に掘り込んであるが、全体的に粗造である。壁はほぼ垂直

で、軒先を約 5セ ンチ程突出させて天丼と壁の区別を明確に示していることから整正家形

だと思われるが、天丼部はアーチ形に掘ってある。玄室の床面はほぼ正方形で、幅 l.95メ

ー トル、奥行 18メ ートル、最大高116メ ー トルである。羨門付近は、10年前に開回した際

コンクリー トで固めたため、その形態は定かでないが、閉塞には河原石を作った模様であ

る。羨道は長さ約30セ ンチで極めて短いものである。また、地元の伝えによると、開□し

た当時、長さ約30セ ンチ、幅約 2セ ンチの刀剣が出土したようだが、すでに紛失してしま

い今はないとのことである。なお、この丘陵の上方には、まだ古墳がいくつかあるようで

あるが、今回の調査では確認することができなかった。

25.禅 定寺横穴群

西岩坂、東岩坂の低地の東南に位置する丘陵の北側の、浅い谷となっている所の奥に構

築された 8穴からなる横穴群である。ほぼ尾根の直下、標高60メ ー トル程の所に 2段に築

かれており、尾根に近い上段 3穴を東から 1、 2、 3号 とし、下段の 3穴を 4、 5、 6号

とする。 1～ 3号が 4～ 6号の上段 lζ 位置することから、これらは若子の時期的な差が考

えられる。内部は、 2号が丸天丼、 4号が丸天丼、平面方形の構造をしているが他は埋没

しており不明である。出土遺物はないが、この丘陵中腹で内外面に叩き目文のある須恵器

片を表採しており、この横穴群のものと考えられる。

横穴群は北西に開□しており、西岩坂、東岩坂の低地が

よく眺望できる。この丘陵斜面がかなり急であるにもかか

わらずこの横穴群が構築されたことは注目される。また、

この丘陵の尾根上にもやはり古墳群が存在する。

26。 折原横穴

∩
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八雲村役場の裏に当る大日にあり、かって遺物が出土していて、そのうち二個の勾玉が

現在同地の米田敏郎宅に所蔵されている。勾玉はめのう製でそのうちの一つは、こはく色

を呈 しょく磨研されていて、長さ 2.9セ ンチ、幅 09セ ンチ、厚さ 0.5セ ンチあり頭部

の穴は片側からあけている。その二は一と同様であるが、下半部を欠失 しておりや 大ゝ型

るが、その梨畑がそれであり、須恵器片や土帥器片を出土する。

この遺跡の北方には禅定寺横穴群、同古墳群があるが、これらの古墳群の被葬者達が、

ここを、生活の場としたものと推測される。

2& 大 日堂横穴

村道役場秋吉線と県道大東東出雲線とにはさまれた丘陵の北先端の尾根づたい東斜面に

構築された横穴である。詳細は不明であるが、北方は西岩坂、東岩坂地区の低地を臨み、

さらに雨乞山をも眺望できる地形に立地する。近くには磐坂神

の品である。

2■ 折原下堤遺跡

禅定寺横穴群、同古墳群の南方、 300メ ートル内

外の所にニケ所に土器片の包含層が存在 している。

ちょうど、丘陵が三分 した谷であり、そこに二つの

池があって、包合層の一つは、一番下の池の南壁に

あり、そこから須恵器片や上師器片を出土する。も

う―ケ所は、一番上の池の北壁のところに梨畑があ

0       5       10

図 7 折原下堤遺跡出土土器
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図 9 岩坂神社横穴 出土土器

調整はかな り粗 くて、粗雑な感 じがするものである。脚部には 図 8 大日堂横穴出土土器

縦方向の線状の切 り込みが二方に入れられ透孔を模 している。透孔が形 9/24化 していること

や全体の調整の粗雑化などか らこの須恵器は、山陰地方須恵器を酌期に分けた場合のⅣ期

社横穴、岩屋口横穴があるが、散在しており群として見ることは

できない。

この大日堂横穴から須恵器高杯が採集されている。この須恵

器は、暗青灰色の低脚系高杯で口縁部が欠けており、現存最大

高 9セ ンチ、脚最大径 92セ ンチを測る。全体に凹凸が激しく、

に当たると思われる。

若千の違いはあるが同様の高杯が近 くの岩坂神社横穴

から出上しているのが注目される。

2& 岩坂神社横穴

岩坂神社参道の下の東斜面に一穴開日している。この

横穴は、平面方形で、天丼は丸天丼であり、花南岩質岩

に掘り込んでいる。規模は、玄室奥行 2メ ー トル、玄室

巾 2メ ー トル、高さ 96セ ンチ、羨道の長さ40セ ンチ、
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幅 75セ ンチである。

また遺物についてみると、須恵器の高杯で口径 10.8セ ンチ、高さ 11セ ンチ、厚 さ0.3

セ ンチで、成形はロクロを使用し、その後、内測は仕上げナデが施されている。胎土は小砂

を合んであまり良 くない。焼成は艮好で、色調は灰色であり、高台部に、ニケの透 しの退

化 したもの =ヘ ラによる沈線 =が残されている。

30.雲 場古墳

雲場古墳は、意宇川中流の右岸にある小高い丘陵上に位置 し、その東側には県道が走っ

ている。この古墳の墳形は、円墳かと思われるが定かでなく、墳丘のある付近には、小規

模な長方形状に石で囲ってある桐跡がある。出土遺物はない。

31.岩 屋 口横穴群

西岩坂の桑並川にそった低地が北東にひろがる曲り角に位置 している。昭和 39年 4月道

路拡幅に際して、ブル トーザーにょって低地に東面する二穴が破壊され、現在崖面に痕跡

をとどめている。水田面からの比高は約 5メ エ トルあり、更に上部には別の落ち込んだ個

所もあるのでいま少 し多くの横穴の存在が考えられる。穴は花闘岩の風化したマサ土に掘

り込まれている。現在公民館に昭和 39年 4月 17日 付で保管されている遺物は、いずれも

須恵器で甕 2、 横瓶 1、 蓋茶碗形杯 2、 小形蓋杯の実 2がある。いずれも須恵器のⅣ期の

らしい時期にあたる。発見の際には人骨の完全なものが 4～ 5体 あったというが再埋葬さ

れていて詳細は不明である。

―

‐
「 _―

図 10 岩屋口横穴群出土土器

32 細田横穴

床岩坂農道沿いから東 IHlの 丘陵の中腹に位置し、南向き斜面に穿たれている。この横穴

は四柱式平入りではあるが、全体的に粗造である。玄室の床面は、横長の長方形で、幅約

22メ ートル、奥行約 20メ ー トル、高さ約 118メ ー トルで、奥部にむかってわずかに狭
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くなっていく。奥壁、側壁とも天丼部との区別をつける明確な界線はない。羨道は約 1.2

メー トルで比較的長いが、羨問の形態は明らかでない。

33.高 野横穴

県道沿い東偵1に ある宅地裏の崖面に穿たれている。地表から約 80セ ンチの所にあるが、

ほとんど破損しているため詳細は明らかではなく、入口の幅は約 1.05メ ー トルあり、奥壁

の一部が残存 している。今回の調査で、崖面付近では須恵片、谷の奥の路上では須恵器及び

土師器片を表面採集 した。また、以前には、刀剣類もここから出上している。

34.恩 部遺跡

恩部遺跡は、意宇川流域の左岸の低い丘陵上に位置している。この付近は、土器及び黒

曜石の散布地であり、今回の分布調査でも、須恵片、土師片、そして黒曜石のチップの表

面採集ができたことから、旧石器時代から古墳時代の遺跡と思われる。

以前、この近辺から出上した遺物は、蓋杯の蓋が 3個ある。蓋杯は、暗灰色を呈 し、胎

土は粗いが、焼成は良好である。器高は 48セ ンチ、口径 134

センチである。成形はロクロ整形で、天丼部には、ヘラ削りも

見られ、さらに仕上げのための横ナデが見られる。また、蓋は、

焼成中に生 じたと思われるゆがみが多少はあるが、全体的に丸

味を帯びていて、ゃゃ中央寄りに付けられている沈線による突

帯によって、天丼部と口縁部の区別がなされている。国縁部は

単純化 しているが、第Ⅲ期の型式を踏んでいると思われる。い

ま一つの蓋は、青灰色を呈 し、焼成は良好である。器高は 50
センチ、国径 138セ ンチでぁる。成形はロクロ整形で、天丼部

はヘラ肖もりが明瞭である。また、前者と同様、全体的に丸味を

帯びて、口縁部と天丼部は、沈線による突帯によって区別が成

されているが、口唇部には、ゎずかに二段式かと思われる沈線

が残っていることから、Ⅲ期にかかると思われる要素を合んでいる。

35.田 寄横穴群

稲葉の字田寄の家の奥にある。熊野大社裏山の尾根続き

で意宇川の低地に面する。この丘陵の北側の小谷をさかの

ぼるとノ(壁 から空山に通ずる。

横穴は二穴開口 しており、他にも一ケ所落ち込みのある

ところからするとなお数穴の存在が考えられる。開口した

もののうち一穴は平面円形、丸天丼形で床部との接点はか

まばこ状にや ふゝ くれている。規模は奥行き 16メ ー トル、

幅 2.5メ ー トル、高さ 80～ 90セ ンチで入□は約 1メ ー ト

ルある。花商岩に掘 り込んでいるが、剥落によってかなり

0      5伽

"

図 11 恩部遺跡出土土器
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原形をそこねている。

3航 小島古墳群
二基確認出来る。

まず 1号墳は、径 10メ ー トル、高さ 1.5メ ー トルの円墳である。

2号墳は、径 H.5メ ー トル、高さ1.5メ ー トルの円墳である。

この古墳群は、日寄横穴群と同一グループと思われ、意宇川が作った狭い低地帯を、生

活基盤としたものであると思われる。

3■  宮内横穴

熊野大社の裏にあたる丘腹に一穴開回している。平面方形、丸天丼型であるが、平面の

プランは三味線の胴に似てふくらみを持つ。壁面と天丼を区別する意識がわずかに働いて

いる。奥行き 1.6メ ー トル、幅 23メ ー トル、高さ 1メ ートルをはかる。入日の部分はく

ずれており、床面にも八日で 30セ ンチ近くの上砂が混入している。

3& その他

単独出上の遺物では、石斧の出土地が勝負谷、領谷などにあるが、

そのうちの一っ東岩坂の石倉文雄宅出土例をみると、庭に池を掘っ

た際に地表下 60セ ンチぐらいのところから出上している。石斧は全

面磨製で上部を欠失 しているが、現存長 105セ ンチ、幅45セ ンチ

をはかり、弥生時代に通有の蛤刃石斧の形態をとっている。当村内

からは現在のところ、弥生式上器は神納遺跡の平底土器片を除いて

はっきりとしたものはみられないが、弥生時代人の生活が営まれた

ことを推決」させるものがある。

"
図 13 東岩坂出土石斧
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跡迪退要主

1.空 山遺跡

標高 4Hメ ー トルの空山山頂附近一帯は縄文時代の遺物がかなり広範にわたって分布し

ており、土器のはっきりしたものはつかめていないが、これまでに照示した石匙や石鏃な

ど十数点が採集されている。このうち石匙は横形につまみのつくサスカイ ト製、石鏃は三

角形の黒曜石製である。石鏃はこの他にもあるがいずれも黒曜石製であることに変りはな

い。

ところで昭和 46年に恩田 清氏によってこの山腹に玉髄やめの うを原辮 とする旧石器

の存在が指適され、昭和 46年 7月 末の約一週間その一かくについて当時山口大学教授であ

った小野忠熙氏を中心として発掘調査が行われた。空山の遺跡附近の地形 と地質は、基盤

岩が中新世の安山岩質 Lavaあ るいは同質 Tuff brecciaで その侵食面であると推定 され、

吉備高原面に対比される可能性がある。発掘地はこの侵食面を刻下する岩壁斜面の上部に

位置 している。発掘地の地質はこの基盤の上に山頂部から供給された陶汰不良の数メー ト

ルの礫層が堆積 し、更にその上に大山、三瓶山の火山灰が覆 っている。部分的に火山灰を

切る小 ガリが形成され、その小ガ リの中により新 らしい角礫層が堆積 していることもある。

火山灰下の礫層は下部の腐食の著 しく進んだ巨礫層と上部の小円礫を合む粘土層とに二分

される。遺物色合層は後者 とその上層である。この二層の年代は確定出来ないが、乃木段

丘の礫 (乃木礫層)と 同年代か、それより古いと思われる。発掘地区における地層は I～

Vの五層に分けられ、そのうち第Ⅳ層は安山岩の巨礫や岩塊を合む黒褐色土層で、この層

の上部に遺物色合層が集中的にみられるが下部にクサ リ礫や珪化木が安山岩塊とともにシ

ル トに合まれた土塊流があ り、少量の玉髄の破片や加工痕のある石片が含まれている。こ

のうち確かな石器と調整された石材の原石塊や剥片は安山岩の円礫と一緒に流されて同時

に堆積 したことを示 しているが、転流による磨滅痕がみられないことから推 して、これら

の起源地点はその後の侵食をうけて削 り去 られた山上の縁辺部付近であったと推定される。

出上 した石器とされるものは

握斧、握槌、削器、盤状石器

があり、調査においては削驀

と盤状石器の二点が出上 した。

小野忠熙氏は空山出上の遺物

が旧石器であるという証拠 と

して、 (1)自 然の営力では

できない角度か らの加撃によ

って剥離されていること。(2)

β
ｌｌ
川
∇

0             5勤

図 14 空山遺跡採集の石器
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石器の組成が敲打、打割、剥離の機能をもつ四種類からなっている。 (3)Iレ ′ノ々 〕り

多量にまとまって出上した原石塊は石器として加工するのに都合のよい程度に加工、集積

されている。 (4)石質には黄色や赤色の玉髄とめのうがあるが近辺から産出しないので

これはヒトによって何処からかもたらされたものと考えられる。 (5)吉備高原面に相当

する地形面に存在 し地層の上から明らかに洪積世の第二間氷期かそれ以前にまで遡り、日

本での広義の前期旧石器の所産であるとして良いという点をあげている。

Z 勝負谷 1号墳

位 置

本古墳群の位置は八束郡八雲村大字口吉 354番地の山林で、意宇川の西岸にあたり、八

雲村の中心部をなす低地の西側を流れる意宇川が大きく東に屈折する部分にあたっている。

かつてこの附近から石器が出上 したと伝えられており昭和 47年 5月 の分布調査の際にかな

り精査 したが土器片その他を谷及びその前面の水田から検出し得なかった。のちに丘陵上

の樹木が伐採されて本古墳群が確認されたわけで、今回調査を行った 1号墳 (方墳)と 2

～ 4号墳 (円墳)が東にのびる尾根の支脈上に分布している。伝承によると 1号墳の南部

にはかなりの広さの平担部があるが、これはかつて宅地となっていたもののようである。

2号墳以下の円墳はこの平担面より上部にあって次第に階段状をなして尾根の高所にいた

っている。なお 1号墳は尾根の先端部が突出して幅広 くなって北面する部分に位置してお

り、水田面との比高は約 20メ ー トルばかりである。

この古墳群の附近にはかなりの古墳群や檎穴が存在 し、八雲村の入国には小円墳によっ

て構成される神納古墳群や中裏手山横穴があり小谷をはさんで方培二基から成る古墳群が

あって意宇川西岸の尾根上にはいたるところといって良い程に古墳群が存在 している。

また東岸には標高 156メ ー トルの雨乞山があるがその北側の標高 150メ ートル附近に横

穴式石室を内部主体とする二基の円墳から成る大

谷古墳群があ り、更に小低地をこえて西百塚古墳

群がある。またこの山の南鯰にあたってかつての

交通路の要地には八雲村最大の雨乞山古墳があり

石棺式石室を持つ古墳として注目される。これ ら

の古墳群や古墳は雨乞山古墳を除いていずれも10

メー トル程度高 さ 15～ 2メ ー トルの規模の小古

墳であるが、古墳時代中期以降の村落古墳のあり

方を知る上で貴重な資料 となるものといえる。方

墳の数は極めて少いが、これ らの古墳に混 じって

いる方墳の年代を知る上でも本古墳の調査は一つ

の意義を有するものであった。

0   1o   20れ
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墳 丘

墳丘は平面ではや ゝ隅丸の方形をなす 10× 11メ ー トルの長方形で上部に 3.5× 5メ ー

トルの平担面があ り、南北が長 くなっている。これが地形の制約によるものであることは、

全体的に地形が北方に突出した部分にあたることか らも明らかである。墳丘の築成の状況

は地山を整地 したのち上を盛 っており、 トレンチの所見によると北及び東に地山が傾斜 し

ている。それは南北 トレンチにおいて北で 22メ ー トル ぐらいの盛上が南では 70セ ンチ程

度となっており、東西 トレンチにおいては西で 60セ ンチの盛土が東では 70～ 80セ ンチ

と下っていることによって示されている。

盛土は石やブロックを多 く含み、中央部では 20セ ンチの表上の下に帯状のバ ンドを含み

つつ 60セ ンチにわたって築みあげられた粘土質の上があって、その下に厚 さ 10～ 15セ

ンチの黒色上がみ られ、その下は褐色上で 40セ ンチ程度軟質の粘土層があって、礫を含む

赤褐色粘土層に移行する。この褐色土層以下がかつての地山であり、黒色土層は古墳築造

前の旧表土にあたる腐色土層である。

なお、地山の傾斜 とあわせて東西の場合さほど地山層の上下はみ られなかったが、南北

では中心点より南に 5メ ー トルばか りのところか ら騰を掘 っており幅 45メ ー トルあって

これによって南の高い部分 との区別をなしている。この溝は明らかに区別のためのもので

あって自然傾斜を区切っており、墳丘全体にめ ぐるものではない。

北側の墳丘裾には、中心より北 6メ ー トル附近で高 さが 28メ ー トル下がったところに

自然石を用いた列石群があってここ

で自然の傾斜との区別がみ られる。

また、西恨1は あまり明瞭ではなかっ

たが東側はやはり必ず しも同一 レベ

ルとは云えないものの墳丘裾にあた

る部分に点石が認められた。

このように墳丘を画するにあたっ

て南は丘陵を切断 して満を掘 り、北

は石を並らべて自然傾斜 と区別を し、

列石はこの北恨1で大型の石を用いて

直線状に並らんでいて注 目された。

従 って、この古墳の墳丘は地山を

ある程度ならして旧表土を削ること

なく、西及び特に南に溝を掘 り、土

を盛 りあげて南で 75セ ンチ、北で約

25メ ー トルの高さとし長方形の墳
勝負谷 1号墳遺構配置図

×印は埴輪円筒

図 16
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丘をつくりあげたと考えられる。

内部主体

東西 トレンチ南壁に幅 40セ ンチ、深さ20セ ンチの落ち込みがみられ、これをのちに第

2主体と呼ぶこととなった。また、南北 トレンチ西壁に埴輪円筒片の密集部分があり、こ

れを拡張したところ三個の埴輪円筒が直線的にはぼ 1メ ートル間隔で並らびその範囲は27

メー トル×60セ ンチの小判形となった。これを掘形に注意 しつつ掘り下げたところのちに

墳地の上面と判断した部分から円、角礫が群集している状況となりその下に長さ 1.5メ ー

トル、幅 50～ 60セ ンチ、探さ32セ ンチの基拡が現われた。これを第 1主体とした。

第 1主体は上述のごとく埴輪円筒を並べた拡の中に更に長方形の墓拡をうがってあり、

内部からは置石の他に埴輪円筒片、土師器高杯の脚部を検出したが冨1葬品は認められなか

った。第 1主体の作り方はまず盛上の中に拡を掘り木棺を直葬したのち山、川石を積み土

を盛りその上にや 大ゝき目の拡を掘って埴輪円筒三個を立てたもので円筒の上部は表土面

に並らんでいたものである。それは三個ともに上部が欠失 したり破片となって並んでいる

ことによって明らかである。墳丘裾からも盛上にまじってかなりの埴輪片が出ているがこ

れと主体部に置かれた婿輪円筒との関係は不明である。

第 2主体は第 1主体に直交するように掘られており不整小判形で長さ 1.5メ ー トル、幅

50セ ンテあった。これも第 1主体と同じように盛土に基拡を掘り棺を直葬し7個以上の自

然石を積んでいる。しかし第 1主体のように長方形をなさず、浅い部分にうめられており

図 17 第 1主体実測図
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埴輪円筒もともなっていない。第 1主体との切りあいの関係もみられないが以上の状況か

らしてまず第 1主体が葬られたのちおくれて第 2主体が葬られたものと思われる。

以上はいずれも墳丘上部の平担面中央部において検出したものであるが、その他の遺構

は他の部分の調査においても認められなかった。

まとめ

本古墳の立地はすでにふれたが、八雲村においては入口の部分にあたっており、尾根上

に点在するようにして古墳群が存在するその一つであって、群集墳としての密度は低く殆

んどが数基をもって一群を構成している。そして多くが円墳であり時期的にも古墳時代の

後期、須恵器第Ⅲ形式以降のものを主とするのに対して、本古墳は方墳であり須恵器をと

もなっていない点でも注目される。

また、出土遺物は極めて少なく、まとまった土器の供献は認められなかったが、盛土上

面及基地内の埋土にまじって出土した高杯は葬送儀礼との関係を考えしめるものがあり、

須恵器出現前後の特徴をそなえていて大東町の大東高校校庭遺跡出土品や松江市の薬師山

古墳出土品との関連を考えしめるものがある。

なお、埴輪円筒片がかなり墳丘裾などからも出土しているが、特に注目しておきたいの

は、墳丘中央部第 1主体上面に埋置された三個の円筒列であって、墓拡を掘り遺骸を埋葬

したのち石でそれをおおい土を盛 りその上にあたかも墓拡を標示するかの如く並らべられ

ている。これは、墓域を画するという大規模古墳にみられる埴輪円筒の用い方と異なった、

小規模古墳における特殊な葬送儀礼のあり方を示 しているものといえよう。このような例

はいまのところ山陰ではみられず、横穴の入口に 1本の埴輪円筒を立てる例がそれに近い

とも云えるが、今後本古墳のような類例のふえることをまってあらためて古墳における葬

送儀礼を考えてみたい。

出土遺物実測図
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以上のような状況からして本古墳は八雲村ではじめて確認された中期古墳であること、

2～ 4号墳が須恵器をともなう円墳であることの関連性が注目されること、意宇平野の特

徴である方墳の伝統が八雲村入口附近にも及んでいることなどから、小規模古墳ではある

がその意義の大きいことを評価 しておきたい。

& 松廻古墳群

1.所在地 八雲村大字大石字松廻

2.調査の事情 岩坂のたばこ組合による造成地に合まれたものであり、ブル ドーザーに

よる造成によって横穴が発見され調査が行われることとなった。

3。 調査の期間 昭和 42年 12月 10日 から9日 間、遺物の整理に約 1週間をついやした。

4 古墳群の位置 県道松江一大東線沿いにあって、意宇川の中流その右岸にあたる。こ

の附近は標高 60メ ー トル前後であって、川の流れにそって狭随な平地が続いている。古

墳群はその水田地帯に突出した丘陵尾根の 5～ 6基の古墳とその南側斜面にある横穴 7

～ 8穴で構成されている。その標高は古墳で 80メ ー トル前後、横穴の場合 65メ ー トル

ぐらいである。

5。 古墳 古墳は細い丘陵の尾根上に点々とあって盛上を施した形跡はきわめて少なく、

かろうじて墳丘があると認められる程度のものが四基あり、東から 1～ 4号墳と呼ぶ。

そのうち発掘したものは中央の二基のみである。

(第 2号墳)墳丘の裾は不明である。しかしその規模は径 16～ 17メ ー トル、高さ 3メ ー

トルのものとみられる。内部構造は木棺直葬で土拡が認められる。その長さは 14メ ー

トル、幅は東側で 60セ ンチ、西恨1が 80セ ンチ、深さ 20セ ンチ、拡底から表土上面まで

は 50～ 70セ ンチあまりあって、そのうち表上の厚さは 40セ ンチ前後である。副葬品は

認められなかった。

(第 3号墳)東西に長い墳丘で、これも墳丘の裾は不明際である。東西約 28メ ートル、南

北 14メ ー トルの長方形状を示 し、高さは約 2メ ー トルある。中央部に土拡があって主軸

は東西を示し、規模は第 2号墳と同じ位で、長さ 26メ ー トル、幅 1メ ー トル、深さ20

センチで、表土までの高さは約 60セ ンチある。副葬品はない。

なお、この第 2、 第 3号墳の東側にある第 1号墳は径 10メ ー トル、高さ 1メ ートル前

後の小規模のものであり、第 3号墳の西にある第 4号墳は第 1号墳と同じ位のものであ

る。さらにその西側には30メ ー トルほどの尾根が平担地となっており、その部分にも埋

葬施設の存在が考えられる。

6。 横穴

横穴群はこの尾根の南側斜面にあるもので、尾根の突端からはじまり中ほど近くまで

続いている。

横穴は少くとも四段になっていて、最上段は 2穴、第二段は 3穴、第二段は 2穴、第
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一段は 4～ 2穴あったと思われる。このうち最下段の 1穴はブル ドーザーにょって破壊

された。

(第 1号横穴)隅丸の機に長いプランをもち両側に冨」葬品を置いている。天丼は不明であ

るが、おそらく丸天丼に近いものであろう。副葬品は南に土器と工具、北側に土器、武

具、前庭部に鋤先が置かれていた。

(第 2号横穴)第 1号検穴の南東にあるもので羨道と前庭の長 く細いものであり、玄室に

ついてはごく一部を発掘 したにとどまっている。天丼は丸天丼であるが、落下 して穴が

埋まっている。東南隅に提瓶があった。

(第 3号横穴)第 2段に掘 られたもので、これも前庭 と羨道、玄室のごく一部 しか発掘 し

ていない。天丼は丸天丼で、両脇に土器、羨道と玄室の境に鉄鏃があった。なおこの上

部に第二段 目の一穴がある。

(第 4号横穴)一番東側にあるもので、プランは隅丸梯形を呈 し低い丸天丼をなす。玄室

入口に土器を置いている。この横穴が、全形を最 も良 く残 している。

7.結果

完全な調査ではないのでまとまった結論は出せないが墳丘と横穴群との向係について

考えさせるものがあり、また横穴の出土遺物の中に農具、工具など比較的秀れたものを

0                1 ηι

X19 松廻 2号墳墓拡実決」図
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含んでいる点が注意されるのである。すなわち農具の鋤先、工具の鈍などは古墳時代後

期のものとしては注目すべきものをもっている。

図 20 松廻 1号横穴実測図

0          1夕L

…

松廻 4号横穴実測図
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図 23 松廻横穴群 出土土器
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区 24 松廻横穴群出土土器
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凶 25 松廻横穴群出土土器
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図 26 松廻横穴群出土土器
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4 原 ノ前横穴

1.位 置

八束郡八雲村東岩坂字東ノ前に所在する。横穴の位置する丘陵は、八雲村の中央を流れ

る熊野川に向って西に開く谷部にあたり、現在道路のついている尾根を東にこえると東出

雲町に出る。附近には古墳や横穴も多く、八雲最大の石室を持つ雨乞山古墳は低地をはさ

んで相対する位置にある。この附近が古墳時代以来交通の要地として考えられて来たこと

を示す証拠ともいえよう。

2.立 地

本横穴は丘陵の尾根に近く、南西に開□し、工事によって北側壁を削られ横穴であるこ

とが確認された。この丘陵の南側にはなおいくつかの落ち込みがみられ、複数の横穴がな

お存在することが考えられる。丘陵の傾斜はかなり急である。

3。 規 模

羨道部から奥室までの長さは 23メ ー トル、玄室の長さ 1.4メ ー トルあり幅は 25メ ー

トルであるが、図示したごとく主軸線よりも右が 07メ ー トル、左が 1.8メ ー トルという

かたよった形をなし中央に羨道がつかない。高さは羨道部で 08メ ートル、玄室中央で08

メー トルで、最も高いところで 09メ ー トルあり、平面、断面共に粗雑な作りである。た

だ羨道部入回の閉塞施設や玄室入口までの作りは丁寧で特に北側に溝状の作りを残すとこ

ろは注目される。種別でいえば平面長方形丸天丼型のくずれたものであるといえよう。

原ノ前横穴実測図
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図 29 原 ノ前横穴出土土器
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4.遺  物

遺跡は奥壁北倶1と 南側壁か らまとまって検出された。種別では須恵器と鉄器である。須

恵器は蓋杯 4、 増 4、 提瓶 1、 横瓶 1、 鉄器は鏃と刀子である。

5.結

本横穴はすでにふれたごとく極めて雑な作 りである。 しか し入国の状況か らすれば、こ

の検穴の製作者が極めて技術的に未熟であったとは考えがたい。従 って本来は長方型丸天

井型をプランとしてもったが何 らかの理由で中途で埋葬せざるを得な くなったと考えるべ

きではなかろうか。それは副葬品の方からも云えることで須恵器などもすべて完形の形の

整ったものであ り、この時期の横穴からごく普通に出土するものである。時折この種の横

穴からは焼成時に出来たいびつなものを含むものがあるが、ここにはそれがない。プラン

の面か ら考えると八雲村においては方形丸天丼型が圧倒的に多く意宇平野の方形家型のも

のとは対照的である。 しか し意宇平野においても両者が共存 している例 もあり、必ず しも

時期的な差を示す とは考えられない。二人又は技術の一つの地域性 とみなすことも出来よ

う。勿論整正家形の横穴がある地域は古墳文化の中心である平野部であることは言をまた

ない。

次に須恵器の編年上の位置からする本横穴の成立年代であるが、や 新ゝ しい様相を持ち

つつも山陰の須恵恭編年のШ期に入るもので 6世紀後半と考えて良いであろう。

5.雨 乞 山古 墳

東岩 1/x、 川向地内の、雨乞祈願の伝説が有 り、出雲の三輪山と言われる室山を向いに見

る雨乞山南麓にある。又、この地は現在の八雲と東出雲を結ぶ古代の交通の要所であった

ことが推測される。この古墳は、古 くから開口してお り、出土品も現在不明であるが、以

前から知 られており、旧島根県史等にも紹介され、規模、内部構造ともに八雲を代表する古

墳である。この墳丘は後に削 られた形跡が有 り完全ではないが、直径 10メ ー トル、高さ25

メー トルはどの円墳と思ゎれる。これは一部地山を削 り、その上に盛土を したものである

う。内部構造は風上記の意宇郡を中心に多く見 られる石棺式石室を有 し、山代円墳と類似

しており、意宇平野を中心とした勢力との胸係がうかがえる。この石室は、前室の蓋石は

失 っているが、 1.45メ ー トルのFLD側石を存 し、上面に削った溝が有 り、蓋石があったろう

し、又、前側には切 り込みが施され閉塞石があったと思われ、前室と玄室の複室構造であ

ったことがうかがわれる。用材は玄室内の一面を除き一枚石の切石によるものである。玄

室は幅 2.15メ ー トル、奥行 165メ ー トルの長方形で平入の家形である。又床面は前室、

玄室ともに一枚石で構成 している。

-41-



図 30 雨乞山古墳石室実測図

住 伝熊野出土銅鐸

この銅鐸は現在鳥取県気高郡鹿野町安富寛兵衛氏所蔵のもので、八束郡八雲村熊野から

出土したと伝えられるものである。

小形の銅鐸で、濃緑色一部は淡緑色を呈するが、全体に外縁は破損 し原形を保っておら

ず、文様は不明瞭である。型式分類のうえからは扁平鉦式 4区袈裟棒文銅鐸である。

現存する総高は 20セ ンチ、幅 13セ ンチを測り、復原すれば総高は 21.5セ ンチと推測さ

れる。現存重量は 648グ ラムある。

次に各部分の状況は概略下記のとおりである。

身の高さ 165セ ンチ、身の長さは左端、右端とも 16.4セ ンチ、中央長さ 16.1セ ンチ、

上端幅 7セ ンチ、下端幅 11.6セ ンチある。身の下辺横帯は身の下端から25セ ンチのとこ

ろから直線文 3条がある。そのうえに頂角を上向きとした鋸歯文帯をおき、さらにそのう

えを直線文 2条で区切り、下横帯の袈裟棒へと続いている。鋸歯文単位文は底辺を下に、

頂角を上においた状態で、斜線が左斜辺に平行 し右上り左下りとなるものである。合計何

個が連続するか不明であるが同一単位文が連続する。

四区袈裟棒文は上、中、下横帯と左、中央、右縦帯によって区画されると思われるが、

身の中央部分は文様が見えない。横帯の帯幅は 1.3セ ンチ～ 1セ ンチであり、縦帯のそれ

は 1セ ンチである。

身の上にある型持の双孔は身上端から3.2～ 34セ ンチのところにあり、孔の径は 12
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～ 1.4セ ンチである。身下端|の左右に型持孔がそれぞれあるが、破損が大きく形状|はわか

らない。身の厚さは0.3セ ンチあり、内面の突帯は幅 o5セ ンチ、厚さ0.1～ α2セ ンチ

噺面は梯形を有す。

舞 短径48.セ ンチ、長径■1セ ンチあり、舞孔は鋳回リー不良のため2つがつながり大
きく孔があく。

鉦 外縁は欠失のため不明であるし―、蝕孔も欠損する。菱環は外斜面を 2帯、内斜面を
2帯にわけて左右対称の綾杉文としている。現存する鋭高はa5セ ンチ、鋭中央幅は 1.4
セツチ.である。

鰭 頂角を身の内向きとする1鋸歯文であり左右対称となる。身上端に近い左1右 1こ は4条
の直線条があ―り、これは元来飾耳の付く―形式を示している。篤幅 1,2セ ンチ此鰭の厚さ

0.3～ 0.4セ ンチでぁる。

図31 伝熊野出土銅鐸実測図
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以上のように八雲村の埋蔵文化財を調査したわけであるが、その分布において吸しい特

色を示すのは古墳、横穴群であって、それは八雲西百塚山、土井、増福寺古墳群において数が

多い。これ等の墳丘については円墳としたものが多いが例えば土井 13号墳の如く調査時に

方墳と判明したものも少 くなく、今後の調査によっては方墳の数が増加することも否定出

来ない。それは時期的な差を持ち中期から後期に及んでいる。今後の精査によって更に

多くの方墳の増加が待たれる実情である。

数については、すでにふれたが、八雲西百塚山は云うまでもないが土井、増福寺、同裏山古

墳群については近隣にないほどの密集度を示しており、その時期や墳形から注目されるも

のが多く、将来の課題であるが何らかの行政的措置がのぞまれる。なお調査の経過でもふ

れたが勝負谷 1号墳、土井 13号墳など調査を経て消滅したものについては、それぞれ報告

したわけであるが、今回の悉皆調査ではもれていたものも少なくないわけで調査がこれ

で終ったというわけではない。これを機会に更に多くの遺跡が発見、調査されることを望

む次第である。この報告は分布調査を主体としたが、中にはすでに発掘消滅したものも少

なくなく、少しでも多くの遺跡が残るように望むところである。

最後に執筆分担を記しておくと遺跡の概況は柳浦啓一、井上寛光、片岡詩子、東森市良

が分担した。主要遺跡については、空山遺跡は小野忠熙教授の「空山遺跡」を重点ρみと

りあげたが、これについては未だ結論が出ていないといっても良い。それは島根大学三浦

清教授、文化庁記念物課稲 田孝司氏の反論があるか らである。勝負谷 1号墳について

はすでに概報が出ているが、西尾克己、東森市良のそれを転載 した。松廻古墳群は故近藤

正氏の調査によるものであ り、氏によって概報発行の準備が進められていたのであるが残

念なが らこれが不発に終ったため、氏の遺稿をもとにしている。 したがってこの部分だけ

は概報の原稿に したがったことをお許 しいただきたい。もし不備の点があれば、す
べて東

森の責にあることも明記 しておく。原の前横穴は調査に当った東森の報告により、図面は

蓮岡法障氏の手になる。この横穴については今少 しくわ しい報告を したいわけであるが、

とりあえずここに転載 したことを記 しておく。雨乞山古墳はすでに山本 清氏の調査があ

るが今回は平林彰裕の手によって報文をつづってもらった。 当所は新たに図を作製する予定

であったが時間の関係か ら山本氏の図を転用 したことを明記 しておきたい。

伝熊野出土銅鐸については、恩田 清氏にょってくわ しい由来が明らかにされているが

今回はそれに従 って詳細な特徴を勝部 昭氏に記述 してもらった。

個々の遺跡についてはなお記載が不十分な点もあるが今後機会ある毎にこれをとりあげ

問題としてゆきたい考えである。

最後にこの調査に全面的に御協力ねがった八雲村教育委員会に深謝するとともに、 開発が進

んでいる北部については特に保存の上で注意すべき点があることをの
べて結ひとする。 (東森 )
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<附図>八雲村の横穴略測図
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